
ユニ・チャームの島田でございます。
本日はご多忙のおり、ユニ・チャーム株式会社 2024年12月期 第1四半期決算説明
Webカンファレンスに、ご参加を賜りまして、誠にありがとうございます。

早速ではございますが、
内容の説明に入らさせていただきます。
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最初に、2024年12月期第1四半期決算の概要でございます。
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まず、概要でございます。資料の3ページをご覧ください。こちらが2024年12月期第1四
半期決算の総括になります。
この内容について説明させていただきます。
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資料の４ページをご覧下さい。
連結決算のハイライトでございます。
第1四半期決算の業績につきましては、売上高は2,363億円、7%増収、第1四半期としま
しては3年連続で過去最高を更新し、コア営業利益は375億円、32.1%増益と、こちらも
過去最高を更新することができました。
当期では1月からの原材料単価の下落によって、粗利率を1.1ポイント改善する効果
や、引き続き付加価値をつけた新商品、リニューアル商品などで価値を高めた価値転
嫁の浸透、拡大などを進めた結果、粗利率は2022年第4四半期を底に四半期ごとに改
善が順調に進みまして、コア営業利益率は3ポイント改善し、15.9%となりました。
連結業績予想に対しましては、表の右端にありますように売上高、コア営業利益につ
いては、日本を中心に良いスタートが切れているのではないかと考えております。
一方、親会社の所有者に帰属する四半期利益につきましては、エジプトにおける通貨
切り下げに伴い、親子ローンの評価において為替差損が発生し、それに対する繰延税
金資産が未計上となったことなどで、法人税率が上昇したため、進捗が遅れている状
況となりましたが、第2四半期以降は徐々に想定していた法人税率まで下降する予定
です。
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資料の５ページをご覧下さい。
四半期別の業績推移でございます。

当社が扱う商品は生活必需品であり、継続的に価値転嫁を進めながら安定した売上
高成長ができており、当第1四半期は同期間において過去最高の売上高となりました。
また、コア営業利益につきましては、四半期単位で過去最高を更新できました。これは、
引き続き日本を中心とした価値転嫁の浸透・拡大や、中国など回復途上のなか増益と
なったこと、また原材料費のコストダウンなどによるものです。
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資料の6ページをご覧ください。
次にコア営業利益の増減でございます。
販売管理費については、売上高比率としては0.9ポイント悪化し、また、増収に伴い増
加した費用の部分もありましたので、販売管理費全体では約55億円増加しました。
その中では、広告費が11億円増加となりました。これは価値転嫁を浸透、拡大させる
過程において、北米ペットケアでは猫用のメディア広告や、中東ではベビーケア、フェミ
ニンケアにおけるオリーブ配合商品の認知拡大、また中国、インドでもフェミニンケアに
おける新商品などのさらなるブランド認知向上の広告投下を実施したことが主な要因と
なります。
次に、物流費については、売上高比率が0.2ポイント改善したものの、増収に伴い7億
円増加いたしました。
販促費については、7億円増加しておりますが、これは主にタイ、インドネシア、ブラジ
ルにおける新規販売チャネルでの販促費が増加したことが主要因となります。
その他の費用項目で30億円増加しているのは、人件費が一番増加し、次に主にシステ
ム関連費の業務委託費、減価償却費、市場調査費、旅費交通費などがその増加の要
因です。
次に粗利益に関する項目では、原材料関連の費用につきましては原材料を仕入れる
際の為替がネガティブな影響となりましたが、当四半期では原材料単価は下がり、25
億円のコストダウンとなりました。
加えて、日本を中心とした継続的な付加価値商品の展開によって、価値を上げ、価値
転嫁が浸透、拡大し、また、事業ミックスの改善が進んだ結果、増収効果と生産性改
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善などで粗利益が拡大し、販管費増加分を吸収し、91億円の営業利益の増益となりま
した。
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資料の7ページをご覧下さい。
次に所在地別セグメント情報でございます。
まず、日本におきましては、売上高は9.6%増収、31.9%増益となり、引き続きマスクの業
績減退はありましたが、全事業において増収増益を達成することができました。
また、コア営業利益率は、これまでの継続した価値転嫁の浸透拡大や原材料価格のコ
ストダウンの効果、事業ミックスの改善などもあり、その結果3.8ポイント改善し、22.6%と
過去最高レベルとなりました。中でもマスクなどを除いたウェルネスケアの価値転嫁の
浸透、拡大が進み、2桁増収、大幅増益となり、日本全体の業績を牽引しました。
その他でも、フェミニンケアも同様に高い成長となり、ペットケアでは前期高成長にもか
かわらず、1桁後半の増収と高成長を継続することができ、ベビーケアにおいても同様
に国内向けは2桁増収となりました。
次に、アジア地域についてです。アジア地域におきましては、売上高は0.5%増収、コア
営業利益は17.2%増益、コア営業利益率は1.7ポイント改善し、12%となりました。
アジアの主要国につきましては、インドでは前期のハードルが非常に高い中、ベビーケ
ア、フェミニンケアともに好調を維持し、アジア業績を牽引しました。また、中国ではフェ
ミニンケアが予定どおり新商品などを投入し、販売を強化したことによって回復基調と
なり、増益となりました。タイについては、引き続きベビーケアの市場環境は厳しい状況
ではありますが、フェミニンケア、ウェルネスケアの構成比が上昇し、増益となりまし
た。
一方、主要国の中で、唯一減収減益となったベトナムですけれども、前期末の新商品
を絡めた納品拡大の反動が影響いたしましたが、店頭での販売活動は順調に進み、
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市場シェアは安定しております。
最後に、その他の地域につきましては、売上高は19.7%増収、コア営業利益は88%増益と
なり、コア営業利益率は5ポイント改善し、13.7%となりました。これを牽引したのは中東と
北米ペットケア、ブラジルです。
中東については、前期からのベビーケア、フェミニンケアにおける価値転嫁の浸透、拡
大が継続し、サウジアラビア国内で高成長となりました。また、海外輸出においても、情
勢が不安定の中、成長となりました。
北米のペットケアにつきましては、引き続き猫おやつの広告費の増加はありましたが、
価値転嫁効果、原価改善などによってそれを吸収し、収益性は大きく改善いたしまし
た。
ブラジルについては、前期のハードルが高いこともあり増収率は低く見えておりますが、
ベビーケアを中心に広告を積極的に投下しながらも、収益性は大きく改善することがで
きました。
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資料の8ページをご覧下さい。
所在地別のコア営業利益率推移グラフです。

四半期ごとの粗利率については、日本を中心とした価値転嫁の浸透、拡大が進んだこ
とや、原材料価格のコストダウン効果によって、2022年度第4四半期を底に着実に改善
し、その結果、コア営業利益率も改善しております。
今後も現地ニーズに合わせた継続した価値転嫁商品の浸透、拡大により、高い収益
性基盤を構築し、2030年の営業利益率17%の達成に向け、改善を進めてまいります。
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資料の9ページをご覧下さい。
海外売上高比率のグラフです。
構成比としては、海外が67.4%となりました。
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資料の10ページをご覧下さい。
事業別セグメント情報でございます。
パーソナルケアの増収増益につきましては、先ほど所在地別の中でも述べましたよう
に、日本におけるマスク業績の減退はありましたが、価値転嫁の浸透・拡大が進んで
いる日本を中心に、全事業で収益性改善が進み、さらに収益性の高い事業ミックスが
向上いたしました。
ペットケアにつきましては、今期も安定した高い成長を実現し、増収増益となりました。
内容については、こちらも先ほど触れましたように、日本が価値転嫁を浸透・拡大させ
た効果によって、増収増益となり、業績を牽引しました。
また、引き続き北米においても同様に、これまでの価値転嫁の効果によって、増収増
益となりました。
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資料の11ページをご覧下さい。
各通貨の為替変動による影響でございます。
各通貨のレート変動によりまして、決算レートにおける財務諸表の換算の影響は、売
上高は対前期比で約136億円の増収効果がありました。また、コア営業利益につきまし
ては117億円の増益効果となりました。
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次に2024年12月期の業績予想についての概要を、ご説明いたします。
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資料13ページをご覧ください。
こちらが2024年12月期 連結業績予想進捗サマリーとなります。

第1四半期業績は、売上高は想定線、コア営業利益は上振れで推移し、良いスタート
が切れていると感じております。今回の第1四半期業績の状況から、この好スタートを
活かし、第2四半期においても増収増益を見込んでおります。上期の業績予想は公表
しておりませんが、上期は売上高、コア営業利益ともに上振れが期待できるのではな
いかと考えております。
年間業績予想の達成に向けては、下期にかけて足元の資源価格の状況を鑑みると、
コスト増が想定されますが、これまでの価値転嫁の浸透、拡大がさらに進むことや、課
題であった中国では、新商品などの効果で回復基調にあり、回復が見えてきているこ
と、また、東南アジアにおけるフェミニンケア、ウェルネスケアの成長加速を実践するこ
となどで、当初想定していなかったコスト増も下期の中で吸収していきたいと考えてお
ります。
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資料14ページをご覧ください。
2024年12月期の連結業績予想のハイライトでございます。

内容については、先程、説明したとおりでございますので説明は割愛いたします。
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次に株主還元政策についてご説明いたします。
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資料の16ページをご覧下さい。

当社の株主還元政策については、継続的な成長を実現するための事業投資を優先し
ながら、配当については、中長期的な連結業績の成長に基づき、安定的かつ継続的な
配当を実施し、また、自己株式の取得に関しても必要に応じて機動的に実施すること
で、2024年度も総還元性向50％の利益還元を計画しております。
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資料の17ページをご覧下さい。

1株当たり配当金についてですが

2024年度におきましては、第2四半期末1株あたりの配当金は2円増配の22円となり、
また期末1株あたり配当金についても2円増配の22円、年間4円増配の44円を実施する
計画でございます。その結果、23期連続の増配となります。
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資料の18ページをご覧下さい。
自己株式の取得の推移でございます。
2024年度は2月の取締役会で上限取得価額190億円、上限450万株の取得を決議し、4
月末までに約59億円を取得いたしました。5月以降も機動的に自己株式の取得を進め
てまいりたいと考えております。今後も、安定的かつ継続的な配当と自己株式取得に
合わせて実施し、株主の皆様への利益還元を重要な経営方針の一つと考え、持続的
なキャッシュフローの創出による企業価値の向上に努めてまいります。
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資料の19P以降、こちらも、これまでご説明させていただいてきた、中長期ESG目標に
ついての取り組み状況の進捗についてですが、時間の関係上、割愛させていただきま
す。

以上で2024年12月期 第1四半期決算説明を終了いたします。

19



20



21



22



23



24



25



26



27



28



29



30



31



32



33



34



35



36



37



38



39



40



41



42



43



44



45



46



47



48



49



50



51



52



53



54



55



56



57



58



59



60



61



62



63



64



65



66



67



68



69



70



71


